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コルナイが綴る20世紀中欧の歴史証言

ハンガリーは 20世紀の科学の発展に貢献した多くの頭脳を
輩出した。大きな足跡を残した科学者たちの評伝。

黄色の教科書シリーズで知られる専門学
部の定番テキスト。体制転換の理論と転
換直後の現状を分析。各大学で教科書と
して使用。

20 世紀を創ったハンガリー人　マルクス・ジョルジュ［著］ 盛田常夫［編訳］
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新しい概念を駆使して、体制転換以後の中欧社会の状況を分析。

日本経済新聞（2010年3月21日）ほか、多数の書評。

旧来の定説を覆し、新たな知見を広める革新の書。

第一部　社会主義経済の失敗
社会主義崩壊をもたらした社会的退化への論理を構築。交換経済と再分配経済の
比較分析に新たな視点を提供。

「週刊文春」（米原万里）、「週刊ダイヤモンド」（北村伸行一橋大学教授）で書評。

池田信夫「21世紀最初の10年ベスト経済書」第2位にランク

ポスト社会主義の政治経済学ポスト社会主義の政治経済学
体制転換20年のハンガリー：旧体制の変化と継続

盛田　常夫著　　日本評論社　定価3800円

体制転換20年の歴史的・理論的総括の書

第二部　ポスト社会主義経済
体制転換の過渡期の問題をすべて取り上げ、解決の道筋を示す。地域による体
制転換の違いを解明。

盛田常夫著

■ 新世社　新経済学ライブラリー20　定価2781円（税込）

1巻頭言

　大学教員になりたての頃、ゼミの学生を連れてスキー合宿に行

った。食事が済んでカラオケタイムになり、フランク永井の「有楽町

で逢いましょう」という定番の歌謡曲を歌ったが、学生たちはきょ

とんとしている。無理もない、この曲は学生たちが生まれる前にヒ

ットしたものだ。彼らが歌うものは皆躍動感があって、テンポが速

かった。歳の差を感じて白けたのを覚えている。

　1988年に二度目のハンガリー長期滞在が決まり、すぐにブダ

ペストのアパートにピアノを借りた。件のカラオケに懲りて音楽ジ

ャンルを変え、日本から持参したのは小椋佳、来生たかお、井上陽

水、五輪真弓などのニューミュージック系の楽譜。一人住まいだっ

たので、毎夕、弾き語りで遊んでいたが、このハンガリー滞在中に

さらに音楽のジャンル趣向が変わった。

　1970年代の終わりにハンガリーに留学して初めてオペラ芸術

なるものを知り、88年から2年間は足繁くオペラハウスに通った。

とくに、モーツアルト「ドンジョヴァンニ」とプッチーニィ「ボェーム」

の二つのオペラは繰り返し鑑賞したが、出張の度にベルリン、ミュ

ンヘン、プラハ、ウィーンでオペラ劇場を探し、「ドンジョヴァンニ

ィ」の舞台を楽しんだ。このオペラ熱が高じて、昼休みごとにペトュ

ーフィ・シャンドル通りの楽譜屋（ロージャヴュルジ）に通い、オペ

ラのピアノ譜を買い漁りだした。ドイツのPeters Edition社のオペ

ラピアノ譜を安く買えるので、ピアノ譜が入るたびに買い求めた。

　「ボェーム」はプロの音楽家にも人気がある。マエストロ小林は

ルドルフのアリアを弾き語りするし、やはり指揮者でハンガリーの

故ルカーチ・エルヴィンは暗譜で「ボェーム」を振っていた。ピアニ

ストの加藤洋之君も、我が家でいきなりムゼッタのアリアを弾き出

し、「これが好きなんだよね」と語っていた。このオペラはプッチー

ニの最高傑作で、これ以外のオペラは無駄があり退屈する。「ボェ

ーム」は起承転結が明瞭で、アリアやドュエットが散りばめられて

いる。モチーフの旋律が一貫して流れて、時間的にも短い。そこが

音楽家にも好まれるところだろうか。

　私はピアノや歌唱の教育を受けていない。自己流だから、絶対

的な限界がある。急に思い立って中学生の時に2年ほどピアノを

習ったが、家にはオルガンしかなく、歯がゆい思いをした。しかも、

団塊世代の受験競争で、すぐにピアノから遠ざかってしまった。そ

れから数十年の時間を経て、1990年代初めに「炎の指揮者コバ

ケン」こと小林研一郎さんと出会って、音楽の世界が広がった。「門

前の小僧習わぬ経を読む」で、マエストロのリハーサルに立ち会

ったり、ホームコンサートに来ていただいたりして、発声や歌い方

などを教わった。ピアノは駄目でも、歌と一緒の弾き語りなら、なん

とか形になるのではないかと、無謀にもオペラのピアノ譜で弾き

語りに挑戦しだした。

　幸い、私の周りにはたくさんの音楽家の友人がいる。もっとも古

い仲間が坂井圭子さんで、ハンガリー野村証券で最初に採用面接

して以来、何かの催し物がある度に共演をお願いしている。ムッゼ

タのアリアはホームコンサートの定番で、私が弾ける数少ないア

リアの一つ。ジョヴァンニィとツェルリーナのDuettinoは小さな集

まりで披露するかくし芸。最近は、国立フィルのバルタ・ジョルトと

モルナール・ジュジャンナ夫妻のチェロとバイオリンをバックにし

て、歌曲や日本のポップスを歌うのが楽しみになっている。

　昨秋来、日本へ出張する度に、機内で最新のポップスを聴いて

いる。順々に最初の出だしの20秒程度を聴く。子供のグループが

ワイワイ騒いでいるような雑音は出だしの数秒で駄目を押す。長

く歌い続けられる、しっとりと聴かせるような旋律に出会うと、最後

まで聴く。これまでの収穫は「コブクロ」。彼らが自分の味付けで古

いヒット曲を歌っているのが気に入った。そこから、尾崎豊「I love 

you」と槇原敬之「Answer」を選び、インターネットで楽譜を購入

した。昨年のクリスマスはチェロ、バイオリン、ピアノをバックにAn-

swerを歌った。ただ、これはもう20年ほど前のヒット曲で新曲では

ない。もっと新しいものがないかと探していたら一つ収穫があった。

「指輪」（Nagy & Ivory）のCDを購入したところ、「最愛」という曲

が付属していた。「指輪」は結婚式などで結構使われているヒット

曲だが、この「最愛」はほとんど知られていないいわゆるB面曲。と

ころが、「指輪」より詩も旋律も良く気に入った。これもインターネッ

トでピアノ譜を購入した。今冬のクリスマスパーティにはこの曲の

弾き語りが披露できそうだ。

　最近、バルタ・ジョルト夫妻からもらったセシリア・バルトリのCD

がすごく良い。最初の曲がヘンデルのオペラ「リナルド」のアリア「

私を泣かせてください」。彼女の歌には感情がいっぱい込められ

ている。日本でも岡本知高がテレビドラマの主題曲として歌ってい

るが、これは淡谷のり子が歌っているようで気持ち悪い。NHKの朝

ドラで鈴木慶江が歌っていたのもこの曲だが、彼女が歌うと文部

省唱歌になってしまう。バルトリを聴いてしまうと、やはり日本人に

は歌うのが難しいと考えさせられる。YouTubeを見ると、ニュージ

ーランドの若い歌手ヘイリー・ウェステンラもこれを歌っている。

日本でも知られている歌手だが、彼女の「私を泣かせてください」

は別の意味でいただけない。歌詞の内容を知らないのか、明るく

一本調子に歌っている。マエストロ小林がこれを聴いたなら、「君

は下手だね。歌詞を勉強したの?　家に帰って、もう一度歌詞を勉

強してからいらっしゃい」と、リハーサルから下ろされるだろう。7月

のホームコンサートでは、ホストの特権で、バルタ夫妻に井上奈央

子さんをバックにこの曲を歌わせてもらった。もちろん、バルトリが

歌うように、心をこめて。　 （もりた・つねお）

　　　　　　　　　　　　　盛田　常夫
私と音楽



2 エッセイ

　7月16日（土）、ブダ側の閑静な住宅街に
ある立山研究所事務所にて夏のホームコ
ンサートが開催されました。快晴に恵まれ
て高台にある事務所のベランダからは、ブ
ダペシュトの町並みが遠くまで見渡す事が
できました。
　今回の出演者の皆さんも素晴らしく、リ
スト音楽院留学生、そしてハンガリー在住
の日本人フルート奏者・ヴァイオン奏者。ハ
ンガリー人演奏家は、現在韓国の大学でピ
アノの教鞭をとっているピアノ奏者。国立オ
ーケストメンバーでもあるヴァイオリン奏
者とチェロ奏者。スペシャルゲストとして、
リスト賞受賞者でソプラノ歌手のパーステ
ィ・ユーリアさんと、同じくリスト賞受賞者で
ピアニストのヴィラーグ・エメシェさんを向
かえての素晴らしいコンサートとなりました。
　トップバッターの浅野衣美さんの演奏し
てくれた「さくら　さくら」の変奏曲は日本
を懐かしく思い出させ、大変心に届くもの
となりました。
　次に演奏されました野間里穂さんと佐
野優子さんの1台のピアノを2人で弾くピア
ノ4手には、2人の息の合わせ方の難しさも
あるとは思いますが、華やかで目でも楽し
ませていただきました。
　フルートを演奏してくれた岩瀬塔子さん
のカルメンは、切れもありテクニカルに魅
せられた場所もあり、圧倒される気持ちの
よい演奏でした。
　ヴァイオリンの井上奈央子さんとフェヘ
ール・エルヌーさんは、普段より一緒に演
奏される事があるようで、息もぴったり、お
二人の演奏でのコミュニケーションが素晴
らしく聞き惚れてしまった方も多かったと
思います。
　後半は、ハンガリー国立オーケストラで
ご活躍のジュジャンナさんのヴァイオリン
とジョルトさんのチェロ、ヘーディさんのピ
アノに井上さんも加わってバッハなど数曲
演奏していただきましたが、さすがといわ
んばかりのプロの演奏を身近で聞けたこ
とが幸せに思いました。そして今回の主催
者でもある盛田さんの素敵な声も披露され
て、このコンサートに華を添えていただき、

さらにコンサートが盛り上がりました。
　ソプラノ歌手のパースティ・ユーリアさ
んには、5月の東日本大震災コンサート準
備で、ソリストの選定とレッスンを引き受け
ていただいた縁で、今回のコンサートにお
出でいただきました。実は、1994年に開店
間もないケンピンスキーホテルで、小林研
一郎ハンガリーデビュー20周年記念パー
ティを盛田さんが主催したおり、コバケン
が11歳の時に作曲した「藤棚の下で」とい
う歌を、コバケンさんのピアノで、パーステ
ィさんが歌われたことがありました。5月の
コンサートの際にそのことを盛田さんがパ
ースティさんに話されたところ、コバケン作
曲の歌をハンガリーの作曲家が編曲して、
それを歌ってホストの盛田さんに贈るとい
うハプニングがありました。なにやらこっそ
りと音合わせしていたので何をやっている
のかとおもっていたら、そういう仕掛けを用
意されていたのです。こういう遊びの心をも
って、歌われるパースティさんに今さらなが
ら感心しました。
　すてきな時間を耳と目で過ごした後は、
ホームコンサートの醍醐味でもある立食
パーティがありました。おいしそうな日本食
や、ケーキ・お菓子類、たくさんの種類の飲
み物、目移りするようなお食事を、皆さんで
楽しい話をしながら頂きました。
　コンサートの途中から日も暮れ始め、夜
になった為、パノラマで見えていたブダペ
ストの風景が一瞬にしてナイトビューにな
ってまた違った雰囲気でお食事を頂く事が
出来ました。
　このホームコンサートによって、新たに
お知り合いになれたハンガリー人のゲスト
の皆さんや、知ってはいたけど長く話した
りする機会がなかった日本人の方々などと
も、改めてお話する事ができて本当に楽し
いひと時でした。
　次回にはまた、いろいろな演奏家の方々
にもお声をかけさせていただければと思っ
ております。

★野間　里保（ピアノ）
　この度はホームコンサートで演奏させ

て頂きまして、本当にありがとうございまし
た。ブダペストの美しい街が一望できる、
素敵な事務所でのホームコンサートで、と
ても楽しく演奏することができました。留学
でブダペストに来てから、“ホームコンサー
ト”という機会によく出会うようになりまし
た。聴きに来てくださった方々からは、気軽
に演奏を楽しんでくださる様子が伺われ
て、ハンガリーの人々が音楽を必要とし、
日常的に音楽と共に生活していることを強
く感じます。今回のホームコンサートでは、
とても美味しい日本食もご馳走になりまし
た。日本食を食べたいがためにホームシッ
クになることがよくあった頃でしたので、本
当に嬉しかったです。ホームシックもその
時解消されました。
　このような機会をいただきましたことに
感謝致します。

★浅野　衣美（ピアノ）
この度は素敵な機会を与えて下さりありが
とうございます。素敵な空間で、ハンガリー
人、日本人の皆さまに演奏を聞いて頂き、
音楽家冥利に尽きます。私は今回のコンサ
ートで素晴らしいフルーティストさん、ハン
ガリー人のプロの演奏家の方とも一緒に
演奏することができ、個人的にもとても有
意義なコンサートでした。このような場を与
えて下さった盛田さんに感謝するとともに、
少しでも私の演奏で皆さんに楽しんで頂け
たのならとても嬉しいです！ありがとうござ
いました。

★佐野　優子（ピアノ）
　街の賑やかさから一変し、自然に囲まれ
た山上別荘のような素敵な会場に息を飲
みました。刻一刻と移り変わる夕刻のブダ
ペストを背景に、日本の曲、そしてハンガリ
ーの曲を演奏させていただくことができ、と
ても幸せでした。
　終演後には、バルコニーで夜景を見渡
しながら出演者やお客様と共においしい
お料理もご馳走になり、素晴らしいひとと
きを過ごさせていただいたコンサートでし
た。

3エッセイ

　　　　　　　　　　　　　桑名　一恵
夏のホームコンサート



4 5エッセイ エッセイ

　日本語を勉強し始めてから、数え切れな

いくらい「なんで日本語を選んだの？」とい

う質問を受けました。それは良い質問です

ね…　答えは、たいてい「ええと、まあ、そ

れはね…」と口ごもることになりました。

　高校生の時から日本文化・歴史などに興

味を持っていましたが、日本語は難しすぎ

るから、私には絶対できないと思って、始め

ずに諦めていました。あ

の頃の私を、今も恥ずか

しく思います。

　数年後、職場での昼休

みの時間、同僚がキッコ

ーマン醤油のアニメ広告

を見せてくれたとき、私は

「えぇっ、何、これ？」と口

をあんぐりと開けてモニ

ターを眺めたまま、不思

議な気持ちに襲われまし

た。ショックを受けたよう

な感じでした。「日本人の

考え方を知りたいなぁ！

やっぱり日本語を勉強し

たいなぁ！」というわけで、

勇気を奮い起こして、ついに仕事を辞め

て、2008年9月、エルテ大学の日本学科で

長い道を歩きはじめました。もちろん、理由

はそれだけではありませんでしたが、今、省

みると、無意義そうに見える以前の5年間

の大学の勉強や4年間の仕事の後、やっと

一生で一番胸を躍らせてくれる旅を始めら

れたのは、その可愛いアニメを見たのがき

っかけだったのです。

　大学で与えられた課題は、あの時ひらが

なさえ知らなかった私にとって確かに厳し

かったですが、先生達の優しさや熱意のお

かげで、この素晴らしい世界にだんだん深

く飛び込んでいきました。これまでの3年間

は、本当に夢みたいです。（本当にありがと

う！）

　そして、今年BA（学士）コースを卒業し、

修士課程に進みました。BA卒業論文の課

題に選んだ日本、特に東北地方におけるシ

ャーマニズムの現象の研究も続けたいと

思っています。ハンガリーではシャーマニ

ズムに関する研究は大変進んでいて、モン

ゴル民族などのシャーマニズムについて

の文献はとても豊富ですが、日本の民間宗

教については、ハンガリー語で書かれたも

のはほとんどありません。その現象は、本

当に複雑で面白いのに（私にとってだけか

な？）。ですから、都市化の影響でシャーマ

ンが日本から消えてしまう前に、本を書い

たり現地調査をしたりする、というのが私

の将来の夢の１つです。

　もう１つの夢は、翻訳家になることです。

芥川龍之介の作品を翻訳してみた時、日

本語の本当の美しさに気付きました。ハン

ガリー人が手に入れることができる日本の

文学作品は、たいてい英語から翻訳されて

います。でも、本来の文章と英語から翻訳し

たものとを比べると、後者では、幾多の細

かい表現が、言語の美しさとともに、無くな

ってしまっていることがすぐわかります。日

本の文学はあまりにも優美ですから、やっ

ぱり日本語から翻訳しないともったいない

と思います。　

　3月11日のことは、言葉にならないくら

いつらかったです。「どうしても、何か手伝

いたい！でも、ハンガリーから何ができる

のか？ボランティアとして行っても、邪魔に

なるだけだし…」というように、何もできな

いと感じていました。もちろん、募金活動に

関わったり、被災者のための色んなチャリ

ティーイベントへ行ったりしましたが、それ

は、雀の涙です。やっぱり、足りません。

　ですから、福島県と岩手県の学生たちが

「絆プロジェクト」でハンガリーに来ると聞

いた時、その プログラムに

参加したいと私が思ったの

は当然でした。福島県と岩

手県の子供たちは、たくさ

んのハンガリー人が日本の

ことを応援しようとしている

のを感じたり、ハンガリーで

いろいろな体験をしたり、

仲間を作ったりできたら、新

たな力で地元の人々にも勇

気を与えることができるか

もしれないと思いました。

その2週間は、あっという間

でした。子供たちは最初の

1、2日は恥ずかしそうにお

どおど過ごしていましたが、

それを乗り越えて、短期間で可能な限りた

くさんのことを経験しました。ハンガリーの

伝統的な活動（民踊、アーチェリー、おもち

ゃ作りなど）を体験したり、一生懸命ハンガ

リー語も勉強したりして、彼らの笑顔や精

力が、反対にボランティアの私たちの力に

なってしまいました。そんな可愛い子供た

ちと会えて、本当に嬉しいです。心の底か

ら。

　あいにく、私はまだ日本に行ったことが

ありませんが、それでも、ハンガリーから遠

く離れたこの国から、感謝を表せないほど

多くの事を教えてもらいました。実は、今で

も、日本語はその魔法的な秘密のすべて

を、どんなに頼んでも私に見せてくれない

と感じることがあります。でも、その秘密を

分かるようになるため、精一杯頑張ります。

（ネーメト・アニタ） 　

　小さい頃からずっと、「クラシック音楽」と

いうとヨーロッパ人とアジア人が一緒に演

奏しているイメージが頭の中に浮かびま

す。アジアの国々の中でも特に日本では、

自分たちの伝統的な音楽と大いに異なる

ヨーロッパの「クラシック音楽」に興味があ

る人が多く、また著名なクラシック音楽家

が大勢いるのはなぜだろうかと思っていま

した。しかし、今年の4月からその理由がだ

んだん分かるようになってきたと思います。

私は子どもの時5年間ピアノを弾いていま

したが、有名なピアニストになりたいという

希望はありませんでした。音楽は好きです

が、専門を選ばなければならない時が来

たときは、外国語の勉強の道に進むことを

選択しました。ブダペストのELTE大学で英

語、それから日本語を勉強し、2011年2月

に卒業しました。卒業後、就職活動のつら

い期間にも、ヨーロッパ人とアジア人が一

緒に演奏しているイメージがまた何回も浮

かんできて、日本からの留学生も勉強して

いそうなリスト音楽院で、英語と日本語が

話せるアシスタントは必要

ないかと伺ってみることに

しました。教務課の部長に

連絡すると、彼女は「いいア

イディアですね」と言って喜

んで私を雇ってくれました。

急に、二つの大好きなこと（

音楽と外国語）が繋がる仕

事が出来るようになり、大変

うれしいです。

　ここで少し、リスト音楽院

について皆様にお話しした

いと思います。

　ブダペストのリスト・フェ

レンツ音楽院の前身である

ハンガリー王立音楽院は、ハンガリーの最

初の高等音楽学校でした。1875年にフラ

ンツ・リスト自身によって設立されました。

現在、授業は５棟の校舎で行われていま

す。６区のLiszt Ferenc広場にあるアール・

ヌーヴォー様式の校舎は大規模改修工事

のため閉館しており、2013年秋学期まで

に再開される予定です。７区のWesselé-

nyi通りにある新しい校舎は2011年9月に

開館されて、私が働いている国際留学生課

もここへ移りました。

　現在、リスト音楽院に通っている学生の

ほとんどはハンガリー人ですが、様々な国

からの留学生もいます。日本からの留学生

の数は60年代からだんだん増えていて、

現在では日本人の割合がとても高く、国際

留学生の半分以上です。ピアノ科で学ぶ留

学生がほとんどですが、バイオリンやチェ

ロを学んでいる人も多いです。日本人の教

授も一人いらして、日本からの留学生にハ

ンガリー語を教えていらっしゃいます。日本

人の留学生がリスト音楽院を留学先に選

ぶのは、音楽院の教授陣と学生の個性を

尊重した教育に惹かれるからだそうです。

バルトークの音楽が好きな方、コダーイ・メ

ソッドという子供向けの音楽教育方法に興

味がある方、ハンガリーの民俗音楽に魅了

された方も何人かいるそうです。

　

新学期の登録週間は9月18日からの1週

間でした。私は4月からこの音楽院で働い

ているのですが、登録週間が始まるまでは

留学生と直接会う機会があまりなかったの

で、新しい学生との出会いを楽しみにして

いました。登録週間の間に、日本人の留学

生は皆、親切で礼儀正しいと分かりました。

これからも、留学生の人たちとたくさん交

流しながら、できるだけ力になりたいと思っ

ています。

　今年はフランツ・リスト生誕200年を記

念するリスト・イヤーで、リスト音楽院も様

々な記念プログラムを催します。そのうち

の一つとして、2011年7月9日に東京藝術

大学奏楽堂で行われた、リスト生誕200年

記念リスト音楽院・東京藝術大学音楽学部

コラボレーション・コンサートがあります。

演奏会ではリスト音楽院での留学経験が

あるピアノ科教員らとリスト音楽院のピアノ

教授であるドラーフィ・カルマーン教授が

演奏しました。リストの誕生日である10月

22日には、世界リスト・デーのイベントとし

て彼のオラトリオ『キリスト』が、リスト音楽

院の管弦楽団によって上演されます。管弦

楽団のメンバーの中には国際留学生も何

人かいます。

　私はこのような素晴らしい職場で働いて

いて、とても好運です。日本からの留学生や

お客さんと上手く会話した

り、ハンガリー音楽や一般

的なヨーロッパ音楽と日本

の音楽家との関係をもっと

理解できるようになるよう、

これからもがんばります。

（チャロー・エディナ）

【インフォメーション】

リスト音楽院のホームページ（日本語版）:

http://www.lfze.hu/japanese

リスト・イヤーに関する情報:　 

http://rapszodia.hu/Liszt_ev.html

「音遊人 (みゅーじん)」という雑誌の2011

年09月号は「生誕200年―フランツ・リス

トを求める旅」という特集です。

ＥＬＴＥ大学大学院 　　ネーメト・アニタ チャロー・エディナ

ちょっとした疑問から始まった日本語との出会い リスト音楽院の魅力

リスト音楽院の新校舎の内部



「何でも全員で役割分担しながらやる」というのが窮屈でたまら
なかった。会社組織などどのような集団にも『3：4：3の法則』があ
ると言う。つまり最初の3割はモチベーションが高く意欲的に働く
人たち、4割は普通の人たち、最後の3割はモチベーションが低く
働く意欲が乏しい人たちと言われる。自分が小中学生の時、この
ように3つに分けて考えていたわけでは当然ないが、運動能力も、
参加する意欲も練習する意欲もまだらな集団の中にあって何でも
全員参加型、というのに多少な
りとも違和感を覚えていたので
ある。
　しかし今更ながら運動会を
再び体験して、日本の運動会と
いうのは実によくできていると
感心する。種目も個人戦あり、
団体戦あり、また運動能力だけ
を競う競技だけではなく、レク
リエーションの要素が強いも
の、集団で練習して連帯性がな
ければできないものと多岐に渡る。そして、個人別や横ではなく学
年縦割りで「赤組」「白組」と分けて、結束力を図る。違和感を覚え
ていたものも、何十年もたってみると憑き物が落ちたみたいにそ
の目的が理解でき、それなりに評価できる。ただそれも、日本から
出て、外から我が国を見られるようになったからかもしれない。

　こうした日本の「運動会文化」を経験することができる補習校の
子どもたちは、非常に恵まれていると思う。日本の学校には日本の
学校なりの良さがあり、ハンガリーや国際学校にはまた、日本の
学校にはない良さもある。その2つを経験できるのだから。
息子は、来年は4年生以上のリレーに出場すると張り切っている。
補習校の子どもたちもまた、来年の運動会を楽しみにしている。そ
してきっと日本人学校の児童生徒さんたちも。

　フレー、フレー、子どもたち！

＊　＊　＊　＊　＊
　最後に、「ふれあい大運動会」
に参加させていただきましたこ
と、関係者の方々にはこの場を
お借りし心からお礼を申し上げ
たいと存じます。日本人学校の
校長先生を始め、先生方、また
PTAの方々におかれましては、
当日はもちろんのこと、事前の

企画、準備は大変な作業であったことと察します。補習校の子ども
たちが楽しむことができたのも、裏での目に見えないご苦労やご
尽力があったからこそであり、保護者の一人として、また補習校運
営委員の一人として改めてお礼申し上げます。
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フレー、フレー、子どもたち！
　　　　　　　　　　　　鷲尾　亜子

　「え～、困るよぉ～、どうにかならない？」
意外や意外、日本人学校の運動会と、友人宅に招待されたのが同
じ9月11日で重なってしまったと告げた時の息子の反応である。
　息子は補習校で3年生になり、クラスで男の子一人になってしま
った。去年は同級生の男の子たちと運動会を経験したが今年はそ
れが無理になったので、知らない環境が
大の苦手な息子は、友人宅への訪問を選
択すると私は踏んでいたのである。
　しかし、昨年初めて参加させていただ
いた運動会がよほど楽しかったのだろう。参加する気、満々であ
る。友人家族には事情を説明して、前日にずらしていただいた。そ
して今年も、母と息子でお弁当を持ってネープリゲトに車を飛ば
すことになったのである。

国旗掲揚からパン食い競争、リレーまで

　当日は、これ以上の「運動会日和」はないだろうというほど空は
晴れ渡り、8月のような暑さだった。そして運動会は、まるでNHK
の9時の時報でも聞いたのだろうかと思うほど時間ピッタリに始
まった。さすが日本人学校、と最初から感嘆。競技場に並んだ白に
紺のユニフォームに、赤白の帽子の子どもたちが眩しい。息子は、
今年も「白組」になれたので嬉しそうだ。（「赤」は女の子っぽくて
嫌なのだそうだ。）
　国旗掲揚に始まり、初めの言葉、優勝杯・準優勝杯返還、校長先
生の挨拶、と一通り続き、準備運動。その後は早速、競技開始。日
本人学校の低学年生徒さんや幼児向けの競技の後、紅白玉入れ
があり、補習校の子どもたち、お父さんお母さんも参加させていた
だいた。続いてパン食い競争。口にくわえてロープから取るという
のが意外と難しいようだが、息子はしっかり戦利品を持ち帰り、誇
らしげだ。
　しかし息子を最も誇らしくしてくれたのは、短距離走と、1-3年
生リレーだっただろう。どうやら今年はピストルの音でスタートす
るのにも慣れた上、相手が女の子たちだったので短距離走は1等
賞だった。リレーでも、グループをビリから2位まで持ち上げた。普
段国語の授業では追いつくのに必死だが、足だけは速いらしい。
　続く綱引きでは、低学年グループでは2回対戦して2回とも白が
負けた。高学年グループでも白は全敗。大人の対戦でようやく1回
勝利。応援にも思わず力が入った。
　午後は応援合戦、組体操と日本人学校の生徒さんたちの演技
が続き、皆よく息が合っており、この日に向けて練習をさぞかし沢
山したのだろうと感服した。息子も、組体操は食い入るように見て
いた。そして幾つかの競技の後、最後に一般参加者と高学年以上
のリレーがあり無事終了。残念ながら白組は負けてしまったが、今

年も息子は銀メダルを頂き、昨年の銀メダルと一緒に部屋に飾っ
ている。

ブダペストど真ん中の異次元空間

　それにしてもこのハンガリーでの運動会は、日本の運動会の正
しい在り方を踏襲しており、補習校のほとんどの子どもたちにして
みると、一つ一つが珍しい。しかし私のような日本人の親にしてみ
ると、一つ一つが懐かしい。
　補習校のあるお母さんが競技場で、後ろでハンガリー人が

「Szia!（やぁ！）」というのを聞いて、「あ
らやだ、ここはハンガリーだったんだ」と
思わず笑っていたが、そんな錯覚をさせ
るほど当日のネープリゲト競技場の一
角は、日本のようであった。

　ラジオ体操一つとっても、息子は生まれて2回目だったから周囲
の見よう見まねで、手足がぎこちなく動いていたが、こちらは音楽
に反応してナン十年も眠っていた神経回路にスイッチが入って、手
足が勝手に動く。
　先生がピストルを空に向け、撃つまでの緊張感。「パンーー！」と
空気を割る音の後、かすかにたなびく白い煙とつんとした火薬の
匂い。綱引きの、編みこんだ綱の太さ、持っていがいがする感覚。
紅白の玉が、籠をめがけて青い空を舞い交差する姿が郷愁を誘
い、胸の隅っこがほんの少しだけ痛くなる。
　そして、短距離走の音楽。大陸ヨーロッパのど真ん中で、あの定
番の曲が聞けるとは思わなかった。ちなみに今回調べて、この曲
が「クシコスの郵便馬車」という題名ということを知ったが、これ
が実は原題はハンガリー語“Csikós Post”であるということを知
り、心底驚いた。作曲家はヘルマン・ネッケというドイツ人で、なぜ
原題がハンガリー語なのかまでは突き止められなかったが、当地
在住者として嬉しい発見であった。
　やはりリレーや短距離走は、この音楽がないと緊張感や興奮が
高まらない。そもそも選曲した人のセンスの良さにも敬服するが、
これが日本全国津々浦々、何万校とある学校のどこでも、そして既
に何十年も変わらず使われているという実態にも圧倒される。
　しかし私が真に懐かしさを感じ、また同時に改めて感心したの
は、こうした小道具的なことはさておき、運動会に見た「組織力」か
もしれない。日本人学校の児童生徒さんたちの各種目でのてきぱ
きした動き。先生方が主導で企画されているのであろうが、子ども
たちはそれに単に乗っかり参加しているのではなく、司会から始
まり、「パン食い競争のパンを持つ役」、「短距離走のゴールテープ
を持つ役」、「1等の子を連れてきて並ばせる役」というように主体
的に役割を分担しながら構成しているという点である。そしてそ
の陰で、スムーズに進行するよう、先生方と保護者が支えている。

「運動会文化」

　実は、日本の学校にいた頃は、運動会にしても学園祭にしても、

みどりの丘日本語補習校
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リストを追ってハンガリーへ
リスト音楽院
舘岡　真澄

　

 日本の大学院博士課程に在学していた
頃、私はフランツ・リストのピアノ作品をテ
ーマとし、演奏法と音楽学研究に没頭する
日々を送っておりました。当時、博士論文の
執筆に際して重要な要素となる資料研究
を行うため、リストの自筆譜が所蔵されてい
るアメリカ、ドイツ、フランス、ロシアの図書
館に何度も足を運びました。彼の自筆譜に
直に触れ、流れるような斜体で書かれた音
群や作曲の苦悩を示す跡、端整な文字で記
された署名を見る度に、敬愛する偉大な作
曲家が本当に実在していたことを実感し、「
リストが暮らしたその土地で、音楽を思い
切り学びたい。」と念じていました。しかし、
その当時、私は修了演奏試験と博士論文
審査に合格することのみに専心していたた
め、留学については、頭の中を掠める程度で
しかありませんでした。博士課程入学から3
年後、同課程を無事に修了し、博士号を取

得できた喜びと達成感に満たされていまし
たが、それと同時に、心の奥底で眠っていた
海外への思いが日に日に強まっていくのを
感じました。その気持ちを家族に伝え、海外
で勉強することに対する理解が得られたた
め、留学することを決意したのです。留学先
は、大学時代から私の研究の軸となってい
る作曲家リストが関わるハンガリーに、そし
て在籍する学校については、彼の教育活動
が基となって創設されたリスト音楽院に決
めました。昨年2月、札幌で行われたリスト
音楽院の入学試験に合格し、同年9月に入
学しました。
　現在、私はリスト音楽院パートタイムコー
スに籍を置き、主にピアノ演奏法を学んで
います。パートタイムコースでは、研究した
い分野を中心に学ぶことができ、多くの時
間をその分野の研鑽に費やすことが可能で
す。自ら楽曲を選択し、計画を立てて音楽
活動を行えるこの環境は、今の私にとって
最も適しています。
　さて、ハンガリーでレッスンを受けるよう
になり、まず私が痛感したことは、自身の譜
読みの甘さです。レッスンの中で先生は、私
の演奏に対して直さねばならない個所を細
部にわたって指摘し、その修正のための練
習方法を懇切丁寧に教えて下さいます。こ
ちらのレッスン形態は、日本と比較すると曲
を短時間で仕上げる傾向にありますが、レ
ッスンの内容は、実に密度の高いものです。
まず先生は、テンポ、音符や休符の長さ、フ
レーズ、リズムなど、楽譜に記されているこ
とに忠実であるよう述べられ、それから打
鍵の方法、腕の使い方、ペダリング、運指
法などの案を、先生ご自身による模範演奏
に基づいて説明されます。そして、その案か
ら生み出される、音楽に自然な流れを持た
せ、楽曲の特性を活かした演奏法をご教授
下さいます。このように、大変解りやすい方
法でレッスンが進められていきます。今夏、
私は、仙台、東京、ブダペストの3都市にて
ピアノ・リサイタルを開催しました。約1年を
かけてリサイタルの準備に取り組みました。
先生は、リサイタル直前まで演目についてじ

っくりとご指導下さったため、安心して当日
を迎えることができました。
　ところで、留学を開始してから1年が経ち
ましたが、ブダペストは、日常生活を送る上
で大変暮らしやすく、また、芸術活動を行う
上でも有意義に時間を過ごせる街だと実
感しています。店には食品や生活必需品が
揃っており、日本と同程度の生活が可能で
すし、インターネットの設備が整えられてい
るため、家族や友人との連絡、情報収集に
は事欠きません。また、交通網が整備され
ているので、何所へ行くにも便利です。そし
て、多様な催しが毎日諸所で行われていま
す。これまでに教会やコンサート・ホールを
はじめ、様々な会場で催された演奏会、オペ
ラ、バレエ、モダン・ダンスを鑑賞しました。
それらの催しは、安価、もしくは無料であり
ながら、聴き応え、見応えが十分にありま
す。特に、オペラやバレエの舞台美術は、思
わずため息が出てしまうほどの洗練された
美しさを放っています。また、重厚で落ち着
いた街並みの中で、殊に教会は、壮麗かつ
大変厳かな雰囲気を醸し出しており、そこ
にいるだけで気持ちが和らぎます。さらに、
毎日定時に鳴る教会の鐘の音は、今や私の
心を慰める響きとなっています。このような
ヨーロッパならではの風格は、私に常に新
鮮な感動を呼び起こし、新たな発見を与え
ています。
　この留学経験が、私の人生においてかけ
がえの無い宝物になることは、間違いあり
ません。ハンガリーに在留できる残された
日々を大事にし、リストのピアノ作品研究に
邁進していきたいと思います。そして、これ
まで積み上げてきた力を、今後、教育の場
で活かして参りたいと思います。
　最後になりましたが、リスト生誕200周
年という記念すべき年に、リストが実際に暮
らし、音楽活動を行ったこの地で、私も学ぶ
機会が与えられたこと、そして充実した日々
を過ごせることに深く感謝し、筆を擱かせて
頂きます。

見えなかった自分を見つけ始めた
自分の場所

ハンガリー国立バレエ学校
奥野　里穂

　
　私が初めてハンガリーに来たのは一昨年
の二月でした。その頃のハンガリーはとても
寒く、雪が凄く積もっていました。私はコン
クールでスカラシップ賞をいただき、ハンガ
リーのバレエ学校に留学させてもらえる事
になりました。私はハンガリーという国をま
ったく知らず、どんな国か期待と不安を抱え
つつ、母と一緒に日本を旅立ちました。
　ハンガリーはとても良い国で人も優しく
治安も良く、私が想像していた物とはまった
く違い、凄くビックリしました。それから、と
ても綺麗な建物や観光地や景色など、こん
な素敵な国でこれから勉強出来るんだ、と
期待を持ちました。
　初めてのバレエのレッスンは、焦りでいっ
ぱいだったのが今でも思い出せます。クラス
メイトみんな凄く綺麗で体のラインから顔
や手足のポディション、ジャンプなどすべて
綺麗なのです。私に出来ない事が分からせ
られるかのようでした。ハンガリ
ー語も良く分からず、初日はあっ
という間に終わってしまいまし
た。そして1週間過ぎてしまい、
母が日本へ帰ってしまう日にな
ってしまい、私は不安でいっぱ
いになり泣き出してしまいまし
た。これからずっと、ココでやって
いけるのだろう… ちゃんと一人
で生活出来るのだろう… などと
色々考えてしまい、母が帰ってか
らも1週間ホームシックになって
いました。
　しかし、すぐにこっちでの生活
も徐々に慣れていくことができ、
料理もちゃんと毎日作り掃除も
洗濯も、日本にいた時はすべて
母がやって当たり前だと思って
いたのですが、実際に自分でや
ると大変な事なんだと気づき、

親の大切さや感謝の気持ちも持つようにな
りました。バレエの方は日本にいた時のくせ
がやっぱりすぐ直せず、気がつくと「顔を横
に向けて!」「肩下ろして!」などと、いっぱい
注意されてしまいました。私は肩がすぐ上
がってしまうのが昔からのくせで、日本のバ
レエ教室の先生にも毎回注意をされていま
した。ハンガリーでもやっぱり言われてしま
い、肩を注意されるたび、また注意されたと
悲しくなりました。それから、肩甲骨を下に
思いっきり下げ背中に入れるイメージで意
識をするようにし、レッスンを受けるように
心がけました。すると、先生から「良くなって
きている、肩が下がってきた」と褒めてもら
うことが出来ました。その時は本当に、自分
にとって一番のコンプレックスを少しだけ
ど、克服出来たんだ!!と嬉しくなりました。
それからも、普段の先生の注意も聞き逃さ
ないように聞いて、やってみるように心がけ
るようにしています。
　進級試験が近くなってくると先生が試験
の振りを考え、その振りをみんなで覚えま
す。最初から最後まで覚えるのはやはり大
変で毎日毎日覚えるのも、完璧に踊るのも

大変でした。それでも、失敗をせずに踊れた
ときはものすごい達成感がありました。そし
て、やはり学校なので成績表も出て、自分が
想像していた評価より良かったことも覚え
ています。日本で自分の踊りを評価してもら
う事など無かった事なのでビックリした半
面、自分の踊りを見直すことが出来ました。
そして、一年半の間にもいっぱい公演に出
させてもらえる事が出来ました。特に嬉しか
ったのは、今年六月に卒業した九年生達と
一緒に卒業公演に出た事です。卒業公演は
毎年凄くて、オペラ劇場で踊ることが出来
ます。オペラ劇場の舞台に立った時、多くの
観客と生オーケストラの迫力がもの凄く、
鳥肌が立つほど凄かったです。私達が卒業
する時もこんな素晴らしい所で、最後に踊
れるのかと思うと、今から二年後が凄く楽
しみです。今年も六月になったらオペラで卒
業公演があるので、また出られたら良いな
と思います。
　ハンガリーに留学してきてあっという間
に一年半が経ってしまいました。しかし、一
年間の間でもバレエも精神的にも成長出
来たと思います。それから、練習にも工夫が

出来るようになったと思
います。鏡を見て、こうす
れば綺麗に見えるとか、
顔や手の位置や上半身の
使い方、足を出す位置な
ども日本にいるときよりも
気をつけるようになりまし
た。これも、ハンガリーに
留学しに来た影響がある
からだと思っています。
将来はどこかバレエ団に
入団し、活躍出来ればい
いなと思っています。まだ
まだ今の実力ではとても
入れるようなものではあ
りません。夢を実現するた
めにも、これからも日々努
力したいと思います!! 



が見えるドナウ川沿いを歩いて自分は本当
にいま外国にいるんだ！と実感し、すぐにブ
ダペスト市内の観光名所はほとんど回り、
ウィーンやスロヴァキアなど外国にも行き
ました。スロヴァキアなんて一生行くことも

ない縁のない国だと思っていたので、旅行
して素晴らしい自然やお城を見た時には感
激でした。生活自体も楽しく、スーパーに行
っても日本とは並んでいる品物が違うし色
々な食材を使っておいしかったり失敗して
まずかったり・・。そして色々なハンガリー人
やハンガリーで学ぶ日本人と友達になり一
緒に遊んだりと、何をしても全ては新鮮で
素晴らしく楽しく思えました。
　しかししばらく時間が経って冬頃からヴ
ァイオリンの勉強のことでとても悩むように
なりました。なぜなら私は同じ学校で学ん
でいる他の学生達より音楽の知識も経験
もなく、ヴァイオリンの実技の方も不十分だ
と感じたからです。他の学生はとても勉強
熱心かつ自分のコンサートを開いたりコン
クールを受けたりなど目的がしっかりして
いて、向上心もあり努力も怠らず音楽や自
分と真剣に向きあっている人達ばかりなの
です。それに比べると自分は外国に行って
みたいという勢いだけで来たものの内容が
伴ってないことに気づき悩みました。
　それからはなんとか少しでも上達しようと
練習の仕方や生活を変えてやってみるので
すが、全く自分の思ったように行かず逆に悪
くなっていくような気がして、自分は何のた
めにわざわざ留学しているのか、本当にヴァ

イオリンの勉強をしたいのかといった考えが
ずっと頭のなかをぐるぐる回りました。また
冬はとても寒く私は市内から少し離れた場
所に住んでいるのですごく雪が積もっていて
長時間外にいるとすごく寒く、一度扉が氷つ

いて開かずに凍えて日本の大阪では体験で
きないようなハプニングもあり大変でした。
　そして春になると雪が溶けてきれいな緑
と花に街が包まれる暖かい季節になりみん
な活気づきます。こっちの春はとても爽やか
で気持ちが良く散歩に行ったり友達と会っ
て話しているうちに気持ちも明るくなってき
ました。せっかく留学して貴重な体験をして
いるのだからあまり堅く考えすぎず、いま目
の前にあることに関心を持ったり楽しんだ
りすることも思えるようになりました。
　さらに初夏になると学生達の卒業コンサ
ートが多くなってきます。コンサートはどれ
も本当に心に残るような演奏ばかりで、そ
の素晴らしい理由は演奏の上手さではなく
それぞれ演奏者が頑張って時間をかけてき
た証だからだと思いました。そういったもの
は短い時間では手に入らないし自分もうま
くいかなくても、現状を楽しみつつ少しずつ
前進していくことが大事だと気づきました。
　いまは留学２年目でリスト音楽院のマス
ターコースに入り授業や練習で忙しい日々
です。まだ自分の勉強はまだ始ったばかり
です。これから自分が理想とする音楽に近
づけるように色々なことに挑戦して、またハ
ンガリーでの生活を楽しみつつ頑張ってい
きたいと思います。
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留学生活で思うこと
リスト音楽院大学院ヴァイオリン科

誓山　藍

　ハンガリーに来るきっかけになったのは
２年前のぎふ・リスト音楽院のマスターコー
スでした。そこで現在のヴァイオリンの先生
であるヴィルモシュ・サバディ先生に出会い
その音楽の素晴らしさに触れました。そし
て私自身が外国自体に興味があり、好きな
音楽を学べてしかも外国に行けるというの
は素晴らしいチャンスだと思い、わくわくす
る気持ちを胸にハンガリーに来ました。
　そして一年目、ハンガリーに着いてから
は早速、地図やガイドを持って色んな場所
に探検しに行きました。王宮や国会議事堂

自信に繋がった5年間
セゲド大学医学部
赤星　南

　
　私は今セゲド大学医学部に通っていま
す。私がここまでホームシックにもかからず
頑張ってこられたのは両親、セゲドの人々、
ブダペストの町、大学の仲間がいたからだ
と思います。
　私はシンガポールの高校を卒業したと同
時にセゲド大学に入学をしました。海外生
活自体に不安は感じませんでしたが、初め
ての一人暮らしにはいささか心細さがあり
ました。両親とフェリヘジ空港に着き、ブダ
ペストに一泊してからセゲド行きの列車に
100kgの荷物を転がしながら乗りこみまし
た。発車してから1時間、景色は田んぼ、林、
草原。いったい私たちは
どこへ向かっているのだ
ろうと不安が募りました。

「セゲドに着けば日本人
のコーディネーターさん
が待ってくれている。そこ
まで行ければなんとかな
る。大丈夫」電車に揺ら
れること2時間半、セゲド
の大聖堂が見えてきまし
た。「あ～やっと着いた」
電車から降りたら、現地
に住んでいる日本人の方
が私たちを見つけこっち
の方へ走ってきてくれま
した。日本からブダペス
トまで10時間、ブダペス
トから2時間半。長い旅
の疲れが彼を見つけた
時に吹っ飛びました。運
も良くその日にアパート
が決まり、さっそくこれか
らお世話になるお部屋
を母親と掃除。次の日は
両親をブダペストまで送
りそこでお別れをしまし
た。

　新しい家に帰れば部屋は真っ暗。「本当
に1人になったんだ」来た当初のセゲドはマ
クドナルドでさえも英語が通じませんでし
た。アジア人が珍しいのか、町を歩けば振り
返ってまで私を見る人や指を指しながら話
している子供たちが目につきました。サイン
を漢字で書けば「これは中国語？あなたの
名前なの？こっちにも書いてみて」と紙を渡
されたり。初めは居心地が悪い場所でした
がだんだんこの状況が楽しくなってきまし
た。周りはハンガリー人ばかりでアジア人
は私だけ。手をぶんぶん振りながらメイン
通りを歩き「てぃやんでぃ、私はアジア人だ
ぃ。見るならどんと見ていけぃ」なんて調子
に乗りながら町の探索を続けました。新し
い言語を身につけるのも楽しくて、日本で
購入したハンガリー語の本を片手にスーパ

ーへ入って塩を探した
り、温泉に行ってみたり
と１人で冒険をしていま
した。無知というのは強
いもので、とりあえず伝
わればいいという気持ち
でいると間違えながら話
すことが恥ずかしくはあ
りませんでした。むしろ、
初めて使った言葉が相
手に通じるのがとても嬉
しくて外に出るのが楽し
かったです。ポジティブ
に考えられるのが自分の
長所なのか、大学が始ま
るまでの時間は毎日ワク
ワクして過ごしていまし
た。数日間前に感じてい
た不安はとっくになくな
っていました。
　大学では色々な人に
出会い私がセゲドで勉
強をするうえでの支えに
なってくれました。セゲド
大学にはたくさんの国か
らの生徒が通っていま
す。私のグループはイス

ラエル人、イラン人、ノルウェー人、ソマリア
人、ギリシャ人、キプロス人、インド人、スリ
ランカ人、韓国人、台湾人がおり他のどのグ
ループよりも色々な人種がいました。初め
は戸惑わされることが多かったです。待ち
合わせには早くても10分は遅れるし、自己
主張が強く、たまにめちゃくちゃな理由で先
生を言い負かしていました。はっきりと物ご
とを言えない私は土足で私の部屋に上が
る友達になんと言っていいかわからず、些
細なことではありますが思い切り悩んだこ
ともあります。「私はすごい人たちと一緒に
なってしまった」。初めはそう思っていまし
た。なんとなくグループと一緒にいるのが居
心地悪く、韓国人の生徒と話すのが一番落
ち着きました。
　ですが、初めての解剖学の口頭試験の
時、私は彼らと同じグループで本当によかっ
たと思う出来事がありました。筆記試験し
かしたことのない私はパニックになり、勉強
したことも全て吹っ飛びました。試験官が
優しく質問をしてくれますが、半泣き状態の
私には答えられません。ふと顔をあげてまわ
りを見渡したら試験官の後ろに座っている
グループの生徒たちと目が合いました。そし
たら皆が口をそろえて「あなたならできるか
ら落ち着いて答えてごらん！」恐る恐る、試
験官に聞かれた骨の部位を模型で指さしま
す。またちらっと皆を見たらにっこり笑って
縦にたくさん頷いてくれていました。もういく
つかの質問をされ、答えを一言だけ言った
り、指でさしたりして試験は終わりました。
この間皆はずっと見守っていてくれました。
私はあまりの情けなさに、1人で部屋を出て
外のベンチで体育座りをして鼻水をずるず
る垂らしながら落ち込んでいました。そこに
グループの生徒が1人来て一緒に座ってい
てくれました。「一緒に勉強して頑張ろうね」
私がこれまでの5年間、ここにしがみついて
来られたのはこんな仲間がいたからです。個
々の理由で今ではほとんどの人とばらばら
になりましたが、あの時皆が支えてくれてい
たから私は強くいれたのだと思います。
　ブダペストの町は私を励ましてくれたも

のの一つです。ブダペストは古い建築物が
そのまま残されています。ほんの少しの知識
しかありませんが、この町の魅力を感じる
には十分でした。ハンガリーに来た最初の
秋に地図を片手に1人で観光をしました。
東駅の近くに部屋をとり、そこから興奮して
いた私は走ってエリゼーベト橋まで一直線
に向かいました。川を渡りゲッレールトの丘
の頂上を目指して、途中でおそらくインチキ
な賭博をしているのであろうおじさん達を
横目に駆け上りました。丘の上から見下ろす
町の景色はすばらしいものでした。少し肌寒
い季節で空も曇っていましたが、それがより
一層ブダペストの古い建物が引き立って見
えたように思えます。１人暮らしを始めたば
かりの18歳の私にとって１人で英語があま
り通じない異国の土地を歩くというのはと
ても意味のあることでした。今までは親に頼
りっきりでいた私は1人になることに心細さ
を感じていました。1人で観光するというこ
とは大それたことではありませんが、少しば
かりの自信に繋がりました。
　5年は長かったけれど中身の詰まった時
間だと思います。いろんな人や出来事に支
えられたから頑張ってこられました。残り2
年と短い期間しか残っていませんが、悔い
のない時をセゲドで過ごしたいと思います。



12 エッセイエッセイ

       ハンガリーでのゴルフの思い出	 　　
		　　	　　　　　　　　　　　　岡崎　眞二 

　今年10月16日に帰国することになり、長い間お世話になった
日本人ゴルフ部よりハンガリーでのゴルフの思い出等についての
執筆依頼を受けましたので、誠に僭越ですが以下のとおり綴って
見ました。ご一読頂けたら光栄です。
　日本ではほとんどやっていなかったゴルフ、55歳でハンガリー

駐在の辞令を受け、1999年6月にハンガリーに赴任し、ゴルフに
はまりました。土・日はほとんど通いましたので、12年間の駐在で、
多分、800回以上はゴルフ場に通ったことになります。その所為で
ゴルフ部の皆様からは「鉄人」と呼ばれ光栄です。
　ハンガリーでのゴルフはプレーの面白みもありますが、非常に
良い運動になります。ご存知のとおり、日本でのゴルフはほとんど
電動カートでラウンドし、途中でビールを飲みながら昼食が一般
的で運動にならないのに比べ、ハンガリーでのゴルフは歩きで途
中の昼食もなくラウンドするので、8kmぐらいアップダウンのある
ところを歩くことになり、体力勝負の一面が強いです。
　また、ゴルフの魅力のひとつは60歳代の高齢者でも20歳
代・30歳代の若者と対等に本気でプレーできるのが魅力です。そ
の意味で、技量・経験＋頭脳のスポーツの気がします。体力のあ
る20歳代・30歳代の若者でも簡単にスコアアップは難しく、皆、苦
労しています。
　本題のハンガリーでのゴルフの思い出ですが、ハンガリーには
18ホールのゴルフ場が現在、休止中も含め、7ヶ所あると思いま
すが、メンバーになっているゴルフ場以外にも良く行き、それぞれ
思い出があります。
　メンバーになっているPannonia	Golf	&	C.C.はバンカーや池な
どの障害物は少なく、フェアウェーも広く、伸び伸び打てますが、
距離が長いのに加え、グリーンの傾斜がきつかったり、芝目がき
つくパターが難しいゴルフ場です。12年間も通ったのに90を切れ
ず大変残念です。唯一、誇れるのは、2009年秋のマッチプレー大
会で優勝できたことで、最高齢（当時65歳）での優勝とのことで、
主催者「大吉」の店主から褒められ大変光栄です。
　この他に、心に残るのがRoyal	Balaton	Golf	&	Yacht	Clubです。

バラトン湖の絶景を見ながらプレーできるゴルフ場で、再度ハン
ガリーに来ることがあったら、もう一度訪れたい所です。ただ、この
ゴルフ場は前半が池やバンカーが多く、後半は両側が背の高い
林や崖越えの難所が多く、タフな設計になっており、バラトン湖の
絶景を楽しんでいる余裕はありません。
　また、毎年開催されるパンノニアワールドカップ（日本選抜、欧
州選抜、米国選抜、韓国選抜）の思い出ですが、今年はこんなこと
がありました。
　小生が一緒にラウンドした選手は、ドイツ人とオーストリア人で
した。大震災による福島原発が問題になっている時期であったの
で、プレー中もこの問題が議論になり、ドイツは「原発廃止を決め
た」、オーストリアは「原発ゼロの国である」と言われ、日本の原発
に対する方針を責められ、ゴルフのスコアも散々の結果になりま
した。しかし、インターナショナルにこのような議論ができたのも
良い思い出です。
　その他、毎年一回開催される日本人各国駐在員（ハンガリー、
オーストリア、チェコ、スロバキア）ゴルフ部対抗戦での思い出もい
くつもあります。いつも行きのバスの中では酒の勢いもあり作戦
会議で盛り上がりますが、帰りのバスの中は反省ばかりです。「な
でしこJAPAN」のように、行きも帰りも盛り上がりたいものです。

　それでは最後になりますが、ハンガリーよ、さようなら、ハンガリ
ーでのゴルフ人生は私の一生の思い出、宝も物です。

	（おかざき・しんじ）

　予選リーグを勝ち上がる程度の力はあ
るとは思っていたが、まさかベストフォーに
進出し、決勝まで進むとは誰も予想してい
なかっただろう。その決勝戦で勝負がつい
たと思われた終盤に追いつき、延長でも残
り三分で再び追いついた。こんなドラマは
めったに見られない。相手のショックの大
きさが思いやられる。PK戦に臨むアメリカ
の選手は皆緊張の面持ちで、最後の最後
で失点したショックを引きずっていた。それ
がPKを外したり、止められたりした大きな
要因だ。勝負事は追いついた者の方が気持
の上で有利になる。儲けものと笑顔でPK戦
に臨んだ日本の選手とは好対照だった。
　私が観戦したのは決勝トーナメントか
ら。3試合すべてを見たが、驚いたのは準決
勝のスウェーデン戦。立ち上がりの不用意
な横パスから簡単に得点を許すというミス
はあったが、それ以外は完勝だった。いつ
かは必ず点が入ると確信できるほど、ボー
ルを支配し得点機を作っていた。この試合
は多分、今大会における日本チームの最高
のゲームだっただろう。とにかく細かなパス
が途切れない。足許にしっかりとボールを
収め、相手が取りに来る前にパスする。スウ
ェーデンの選手はすぐにボールを奪われ、
奪おうとすると簡単にかわされるので苛立
ち焦り、プレーが雑になった。まさに「壺に
はまる」とはこのことだ。ゆっくり球を回し
て相手をじらしながら、チャンスになるとパ
スのスピードを上げて一挙にサイドにボー
ルを配給する。後半には日本のボール回し
についていけず、疲れも重なってスウェーデ
ンの守備陣はばたばたしていた。ハンガリ
ーのコメンテーターは、「日本チームはブラ
ジルのようだ」と感心していた。バルサのパ
スサッカーにも擬えられたが、それほどま
でに日本の技量が際立った試合だった。
これほど意思が統一され、各選手が高い技
量をもっているとは驚きだ。身体能力の高
い欧米の選手相手には、技量に加えて相手
に走り勝つスタミナが勝負を分ける。先行
されても慌てず、最後まで勝負を諦めない
チームを作った佐々木則夫監督の手腕が
高く評価されるべきだ。「なでしこジャパン」

をすぐに官邸に招いた菅首相は澤選手に
統制術を学びたいと言っていたようだが、
ここでも人を見る目のない節穴を暴露し
た。表舞台で活躍する選手ではなく、選手
をやる気にさせる佐々木監督の手腕を見
習う必要があるのだが、それが分からない
から人を束ねることができない。
　正直言って、決勝リーグの第一戦ドイツ
戦で日本チームは敗退すると思っていた。
相手は開催国でW杯三連覇を狙うドイツ、
しかも今まで勝ったことのない相手だ。案
の定、ドイツが仕掛け、日本が守るという
構図になった。日本チームは獅子奮迅の動
きでドイツのチャンスをことごとく潰した。
日本チームは相手が前がかりになると、後
方でボールをゆっくり回して、相手の勢い
を押さえる戦術をとる。このペースに嵌ま
ると、相手は空回りし出す。いくらチャンス
を作っても得点に結びつかない。開催国と
して絶対に負けられないという焦りが、次
第に攻撃を雑にさせた。とはいえ、日本が
ゴールを奪う気配はまったく感じられなか
った。予選リーグと違って、決勝トーナメ
ントはゴールを入れなければ次に進めな
い。PK戦になるかと思われた最後の時間
帯に、相手の裏に入る澤の一本のパスで丸
山が抜け出し、ほとんど角度のないところ
からゴールを決めた。途中出場だからこそ、
延長後半でも走り負けせず、ボールを力強
く蹴ることができた。澤の戦術感や技量は
褒められるべきだが、佐々木監督の選手起
用の手腕を見逃せない。
　いくらチームに勢いがあっても、実力に
大きな違いがあれば、自から勝負は決ま
る。アメリカの女子サッカー人口は世界最
大。代表チームは大きなサッカー人口の底
辺で支えられたエリートたちだ。ドイツ以
上に身体能力が高く、スピードがある。体の
大きさから言えば、日本の男子チームと変
わらない。誰も公言しなかったが、ほとんど
のサッカー関係者はアメリカの優勝を予想
していただろう。
　案の定、試合開始からアメリカはエンジ
ン全開で突進して、日本は防戦一方になっ
た。最初の10分間に少なくともアメリカに

3度の決定機があった。ここで日本が失点
していたら、大敗しただろう。しかし、日本に
は運があった。ほんの少しのズレが、日本を
救った。そして、10分過ぎから日本が後方
でのボール回しを始めた。ボールを落ち着
かせ、相手の気負いを削ぐ。強豪相手には
こうやってペースを引き寄せる。さすがにア
メリカ相手ではスウェーデンのようにパス
で圧倒することはできないが、次第にボー
ルをもつ時間帯が増え、前半は五分のボー
ル支配率に戻した。
　しかし、後半に入っても何度も決定機を
与え、ついには一瞬のカウンターの速攻を
受け、パス一本でゴールを決められてしまっ
た。後半24分である。日本にほとんどチャン
スがなかったから、誰もがこれで勝負は決ま
ったと思った。ユーロスポーツのコメンテー
ターもアメリカの優勝を語りはじめていた
矢先、右サイドから日本のセンタリングが入
り、アメリカのDF2人が慌ててミスキックを
したこぼれ球を宮間が押し込んで同点にし
た。残り10分である。これで俄然、ゲームが
エキサイトし出した。泥臭く押し込んだゴー
ルには勝負に賭ける執念がこもっていた。
　ところが再び、延長前半の終了間際、アメ
リカのエース、ワンバックに強烈なヘディン
グを決められた。「日本善戦も万事休す」とい
うニュースの見出しが頭に浮かんだ。延長後
半もアメリカに押し込まれ、もうこれでお仕
舞いと思った終了3分前、左コーナーキック
を澤が絶妙な角度から合わせ、またしても同
点に追いついたのだ。神がかり的な同点劇
だ。キック力が劣る日本にはPK戦の勝ち目
はないと思っていたが、同点のショックを引
きずったアメリカの選手たちが異常にナーヴ
ァスになり、PKをことごとく失敗してくれた。
勝負の綾を教えてくれたゲームだった。
　改めて、身体能力の劣る日本人が世界で
勝つための基本を教えられたような気がす
る。柔よく剛を制す。優れた戦術観、基本的
な技量、圧倒的な運動量があれば、個々の
選手の力が実力的に劣っていても、チーム
として個の総和以上の力を発揮できる。そ
のことを教えてくれた女子W杯だった。

（もりた・つねお）

 　
スポーツ・エッセイ

柔よく剛を制す　－「なでしこジャパン」の快挙 －
盛田　常夫
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　「ふれあい
大運動会」と
命名するため

に、我々日本人学校教職員は頭をひねり
ました。各々が考えたネーミング案を、さ
らにみんなで練り合って決定した名前で
す。
　今年度の大運動会は、雲一つない晴
天の中、開催されました。日中は30度を
超えていたでしょうか。お弁当の時間に
は、グランドにひとっこ一人見あたりませ

ん。日陰になっているトラックの四方で、
水分補給をしている大人や子ども達が
見えます。これほどまでに天気を心配し
なくてよい運動会があったかなと思った
ほどです。幸い、大きなけがや事故もな
く、時間通りに競技を終了することがで
きました。金メダルをもらった子、銀メダ
ルをもらった子、それぞれが練習の成果
を遺憾なく発揮し、すがすがしい顔をし
て帰途につきました。
　今年度も幼児のみなさんや他校の児

童生徒のみなさ
んがたくさん参加
して、和気藹々と
した運動会となりました。保護者のみな
さんの協力体制もしっかりしかれており、
「ふれあい大運動会」の名にふさわしい
時を過ごすことができたのではないかと
感じております。
　協賛いただきましたハンガリー商工会
の方々には、この場を借りてお礼申し上
げたいと思います。

小１　菊地　裕晴

　ぼくが、一ばん心にのこったのは、たんきょり走とリレー

です。なぜなら、たんきょり走でさいしょはみんなにこされ

ちゃったけど、さいごには一ばんになったし、リレーは赤ぐ

みにまけちゃったけど、みんなさいごまでいっしょうけんめ

いあきらめないで走ってがんばったからです。

小２　渡辺　優姫

　ファイトゥゲザーをいっぱいれん習したから、とってもよ

かったと思います。そして、本番までにじょうずにできてよ

かったです。

小３　寺田　那奈

はやい、はやい！

　いよいよ大玉おくりが始まりました。私はお父さんと大玉

をころがしました。

　私の番が来た時、むねがドキドキしてきました。２年生の

子とタッチをしてころがし始めました。すると、プロレスの

音楽が流れてきました。お父さんは音楽が流れたしゅんかん

に，走るのがはやくなりました。私はいきなりはやくなった

ので，お父さんにおいて行かれそうになったので、思いっき

り走りました。私は、次の人にタッチをして私の番は終わり

ました。最後に赤が勝ったのでよかったです。

小４　酒見　佑一

「ドッコイショー、ドッコイショ。」

ぼくは力いっぱいさけびました。

　今日は、楽しみにしていた運動会。会場に行くまで、ドキ

ドキしていました。運動会で心に残ったことが、ぼくには四

つあります。

　一つ目は、運動会の一番の思い出で、組体操です。組体操

の中でも、特に頑張ったのは、南中ソーランの中で大きな声

でかけ声をかけたことです。お母さんもぼくの声が聞こえ

て、嬉しかったと喜んでいました。着ているぱっぴを一番目

立たせた所は、まるでわしの羽をくるりと回転するように、

はっぴのすそをつかんでまわった所でした。ぼくはその動き

を毎日練習していました。「ＬＯＴＵＳ」や「パリは燃えて

いるか」などの曲も、失敗はあったけど最後までできたので

よかったと思います。

　二つ目は、パン食い競争です。運動会の一ヶ月前に、パン

食い競争があると知ったぼくは、恥ずかしいことに、子守君

に何十回も、

「パン、おいしい？何パン？ねえ、パンおいしい？」

と言ってしまうほど、楽しみにしていました。いざ食べてみ

ると、パンのうまいことうまいこと。ぼくはおもわず、

「むほっ、ふっ、うまっ。」

と言ってしました。パンを口で取る時、初めのうちは「一秒

で取ってやる」と思っていました。でも、やってみると難し

くて、袋にかみついて７秒ほどで取れたので、なんだかくや

しかったけど嬉しかったです。

　三つ目は、応援合戦です。先に白組がやって、ダンスも歌

もはりきってやりました。しかし、赤組のダンスを見ると、

スピードと迫力に押されてしまいました。

　四つ目は、運動会をやるための練習です。ぼくは応援合戦

のダンスのウェーヴを覚えるのがすごく難しかったです。ソ

ーラン節も最初は「無理！」と思っていたけれど、練習のお

かげで最高の演技ができたと思います。

　これからも何かにいっしょうけんめいに取り組むことを頑

張っていきたいと思います。

小５　寺内　さくら

　今日は、私が楽しみにしていたふれあい大運動会でした。

私が一番楽しみにしていた競技は「組体操」です。なぜかと

いうと今まで一番練習してきたからです。反対にすごく心配

していたのは短距離走です。なぜなら、競走は苦手だし、お

母さんに「絶対一位になってね」と言われたけど、一位にな

る自信がなかったからです。

　いよいよ短距離走で、私が走る番がきました。

　手を振って頑張って走ったけど、結果は二位でした。一位

になれなくてくやしかったです。でも、お母さんは「よくが

んばったね」と言ってくれて、本当にうれしかったです。頑

張ってよかったと思いました。

　そして、昼ご飯も食べ終わり、色々な競技が終わって、つ

いに私が楽しみにしていた組体操が始まりました。ワーッと

大声をあげてグランドの真ん中に走って、最初の位置につき

ました。心臓がドクンドクンと打つのを感じました。

音楽が始まりました。逆立ちは、練習の初めのころよく失敗

していました。でも、昼休みに私は学校の芝生のところで更

ちゃんと一緒に練習してきました。そして、お互いに確実に

できるようになりました。本番ではみんなが成功して一番う

れしかったです。

　私の苦手な「みこし」の場面がやってきました。わたしは

４人の友達に担ぎ上げられ少しこわかったけど、意外と早

く終わった気がしてうまくいきました。それから、しょう乳

洞、ドナウ河、くさり橋、ブダの王宮、そして、ヤーノッシ

ュ山など次々に難しい大技がうまくいき、見ているみんなが

拍手をしてくれて、本当にうれしかったです。南中ソーラン

も暑くて大変だったけど、姿勢を低くして最後までがんばっ

ておどりました。

　そして終わりに結果発表がありました。私は、たぶん赤が

勝っているなと思って緊張はしていなかったけど、赤組の友

達が喜んでいるのを見て、「本当に赤が勝ったんだ」とうれ

しく思いました。私は今まで３回運動会をして全勝している

ので、今年で４回目の優勝です。来年も優勝したいです。

小６　八木　孝道

　今日、小学校生活最後のふれあい大運動会がありました。

ぼくは白組になりました。

　６年生担当の係りはラジオ体操と整理運動でした。ぼくは

中心になって体操する役になりました。始めは簡単だろうと

思いましたが、鏡のようにみんなの逆でやらないといけなか

ったり、かかとを上げるところとそうでないところを区別し

ないといけなかったり、練習が必要でした。本番はすごく緊

張しました。でも「体操隊形に開け」と大声を出すと落ち着

いてきました。「かかと」を意識して、「右から、右から」

と心の中で言いながら間違えないように頑張りました。号令

が大きな声で出来、うまくできて達成感を味わうことができ

ました。

　午前中の種目では同点だったり、ちょっとの差で勝ったり

と白組が少し有利でした。でも、ぼくは得点よりも組体操が

楽しみでした。なぜなら体育の授業で練習を重ねて、笛の合

図に合わせて上手に演技できるようになったからです。本番

では、一曲目の最後の「みこし」のところで少しタイミング

がずれてしまい失敗してしまいました。でも、その他は完璧

と言えるぐらいの出来栄えでした。うまくいって本当によか

ったです。南中ソーランも腰を低くするように心がけて踊れ

たので精一杯できたと思います。結局、白組は負けてしまっ

たけど、色々な競技を頑張れたので悔いはないです。

　また、来年は中学部になって大変だろうけど一生懸命運動

会ができたらいいと思います。

ブダペスト日本人学校「ふれあい大運動会」
～ハンガリー日本商工会協賛～を終えて

【小学部児童感想】
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　中学校の体育館の２面を借りて、毎週日曜日に２時間程度の
活動をしています。女性と子供も若干いますが、運動不足の素人
おじさん集団です。はじめの３０分間は練習、その後ダブルスの
試合を行っています。経験者が少ないので、週末の運動不足解消
という気持ちで続けています。
　ラケットは会場で貸し出し出来ますので、室内シューズを持って
きて頂ければいつでも参加可能です。参加費は、当面1,000HUF/
大人（試合に参加しない子供はタダ）です。
　今年の夏は参加者が減り、部の存続の危機に瀕していますが、
新規赴任の方に経験者が居るとの噂。冬の運動不足解消のため
にも、興味のある方は是非参加ください。
① 現在の部員数
　大人；１０名（女性は２名、他に時々参加の方が１０名ほど）
　子供；３名（小学５年、３年、１年）
② 活動場所と時間帯
　日時：毎週日曜日の午後４時から２時間
　場所：中学校体育館(ブダペスト２区、 Kokeny u. 44.) 
③ その他の活動
　ウィーン日本人バドミントンクラブとの交流会
　飲み会
④ 代表の名前と連絡先
　代表：升谷　裕司            問合せ先：hujpbad@gmail.com

＜2011年活動報告＞
1.練習
　　1)時間：毎週 日曜日 AM9:00～11:00
　　　場所：マッチポイントテニスコート。　
　　　メンバー登録人数：9名
　　　コート：クレーコート（1面使用）
　　　冬季シーズン開始：2011/Oct/9（日）～
2.メンバー募集
　　　冬季メンバーの募集をしています。
　　　ご興味のある方は幹事までご連絡をお願いします。
　　　幹事：的場　e-mail：h-matoba@exedy.com
      　　　　　　　携帯  ：+36-30-487-1970

2011年秋季ソフトボール大会の結果（商工会主催）
　　優勝：笑好会Ｃチーム、　準優勝：商工会Ａ チーム
　　３位：デンソーＢチーム

＜月例会結果＞
6月　優勝：坂梨（丸紅）、2位：成沢（伊藤忠）、3位：石橋（住商）
7月　優勝：青島（矢崎総業）、2位：川口（日本人学校）
           3位：高濱（東洋シート）
8月　優勝：川口（日本人学校）、2位：陸川（三井物産）
           3位：青島（矢崎総業）
9月　優勝：加藤（大林組）、2位：槇平（菱和）、3位：町野（スズキ）

＜第14回「大吉杯」マッチプレー選手権結果＞
2011年4月～8月
優勝：飯尾（大吉）、2位：柿崎（スズキ）、3位：成沢（伊藤忠）

＜第15回「大吉杯」マッチプレー選手権 途中経過＞
2011年8月～10月
坂下（ブリジストン）、三木（伊藤忠）、平松（住友商事）
柿崎（スズキ）、辻（日清食品）、金広（ユーラシア）
川口（日本人学校）、成沢（伊藤忠）
　　　＝以上、9月24日現在での勝ち残り＝
○ゴルフ部新入部員歓迎　 
    連絡先：古城   e-mail : manabu.furuki-nnr@dachser.com

スポーツ行事・運動サークル情報

バドミントン部

ゴルフ部

日曜テニス部

編集部よりのお知らせ
　「ドナウの四季」のHPが完成しました。これまで掲載されたすべての原稿を読むことができます。
　http://www.danube4seasons.com 
　 皆様の原稿をお待ちしています。エッセイ、ハンガリー履歴書、自己紹介、サークル紹介などの記事
をお寄せください。提出いただいた原稿は、紙面統一の編集のために修正することがあります。修正した
原稿は執筆者の校正をお願いしています。
　原稿は電子ファイルで、morita.magyar@gmail.comへお送りください。Word文書あるいは一太

郎文書でお願いします。EXCEL形式での提出はお控えください。写真および図形は別ファイルで送付ください。

ふれあい大運動会

Royal Balaton Golf & Yacht Club にて

秋季ソフトボール大会授賞式
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10月29日　
ヴェルディ「レクイエム」　
19:00 開演 Richter Hall, Györ
 共演 ジュール交響楽団、国立合唱団
 Sümegi Eszter （ソプラノ）
 Wiedemann Bernadett（アルト）
 Kiss B. Attila （テノール）
 Kovács István （バス）

11月1日　
ヴェルディ「レクイエム」（東日本大震災追悼公演）　
19:30開演、MÜPA（芸術宮殿） Budapest
共演 ジュール交響楽団、国立合唱団
 Sümegi Eszter （ソプラノ）
 Wiedemann Bernadett （アルト）
 Kiss B. Attila （テノール）
 Kovács István （バス）

11月４日　
ベートベン「交響曲第３番 エロイカ」
ストラヴィンスキー「火の鳥」　　　
19:30開演 イタリア文化会館 Budapest
共演 MÁV交響楽団

11月５日　
ベートベン「交響曲第３番 エロイカ」
ストラヴィンスキー「火の鳥」　　　
19:30開演 コダーイ文化センター Pécs
共演 MÁV交響楽団


